
 

避難情報の発令判断・伝達マニュアル 新旧対照表 

現   行 修 正 案 修正理由等 
 

 

【 共通編 】 

４ 避難行動（安全確保行動）の考え方 

（３）避難情報により立退き避難が必要な居住者等に求める行動 

居住者等は、既存の防災施設、行政主導のソフト対策には限界があることをしっかり認識す

るとともに、自然災害に対しては、行政に依存し過ぎることなく、「自らの命は自らが守る」

という意識を持ち、自分は災害にあわないという思い込み（正常化バイアス）に陥ることなく、

居住者・施設管理者等が自らの判断で主体的な避難行動をとることが原則である。 

なお、避難情報により立退き避難が必要な居住者等に求める行動は以下のとおりである。 

区 分 立退き避難が必要な居住者等に求める行動 

【警戒レベル１】 

早期注意情報 

（気象庁が発表） 

災害への心構えを高める 

〇 防災気象情報等の最新情報に注意する等、災害への心構えを高める 

【警戒レベル２】 

大雨・洪水･高潮 

注意報 

（気象庁が発表） 

自らの避難行動を確認 

〇 ハザードマップ等により自宅・施設等の災害リスク、指定緊急避難場

所や避難経路、避難のタイミング等を再確認するとともに、避難情報の

把握手段を再確認・注意するなど、避難に備え自らの避難行動を確認 

【警戒レベル３】 

高齢者等避難 

危険な場所から高齢者等は避難 

○ 高齢者等※は危険な場所から避難（立退き避難又は屋内安全確保）す

る。 

※避難を完了させるのに時間を要する在宅又は施設利用者の高齢者

及び障害のある人等、及びその人の避難をする者 

○ 高齢者等以外の人も必要に応じ、出勤等の外出を控えるなど普段の 

行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、自主的に避難するタ 

イミングである。例えば、地域の状況に応じ、早めの避難が望ましい 

場所の居住者等は、このタイミングで自主的に避難することが望まし 

い。 

【警戒レベル４】 

避難指示 

危険な場所から全員避難 

〇 危険な場所から全員避難(立退き避難又は屋内安全確保)する。 

 

【警戒レベル５】 

緊急安全確保 

 

命の危険 直ちに安全確保 

〇 指定緊急場所等への立退き避難することがかえって危険である 

場合、緊急安全確保する。 

 ただし、災害発生・切迫の状況で、本行動を安全にとることができ 

るとは限らず、また、本行動をとったとしても身の安全を確保できる 

とは限られない。 

（注） 突発的な災害の場合、町長からの避難情報の発令が間に合わないこともあるため、身の危

険を感じたら躊躇なく自発的に避難する。特に、津波については強い揺れ又は長時間ゆっく

りとした揺れを感じた場合、気象庁の津波警報等の発表や避難指示の発令を待たずに、居住

者等が自発的かつ速やかに立退き避難をすることが必要である。 

【 共通編 】 

４ 避難行動（安全確保行動）の考え方 

（３）避難情報により立退き避難が必要な居住者等に求める行動 

居住者等は、既存の防災施設、行政主導のソフト対策には限界があることをしっかり認識す

るとともに、自然災害に対しては、行政に依存し過ぎることなく、「自らの命は自らが守る」

という意識を持ち、自分は災害にあわないという思い込み（正常化バイアス）に陥ることなく、

居住者・施設管理者等が自らの判断で主体的な避難行動をとることが原則である。 

なお、避難情報により立退き避難が必要な居住者等に求める行動は以下のとおりである。 

区 分 立退き避難が必要な居住者等に求める行動 

【警戒レベル１】 

早期注意情報 

（気象庁が発表） 

災害への心構えを高める 

〇 防災気象情報等の最新情報に注意する等、災害への心構えを高める 

【警戒レベル２】 

大雨・洪水･高潮 

注意報 

（気象庁が発表） 

自らの避難行動を確認 

〇 ハザードマップ等により自宅・施設等の災害リスク、指定緊急避難場

所や避難経路、避難のタイミング等を再確認するとともに、避難情報の

把握手段を再確認・注意するなど、避難に備え自らの避難行動を確認 

【警戒レベル３】 

高齢者等避難 

危険な場所から高齢者等は避難 

○ 高齢者等※は危険な場所から避難（立退き避難又は屋内安全確保）す

る。 

※避難を完了させるのに時間を要する在宅又は施設利用者の高齢者

及び障害のある人等、及びその人の避難を支援する者 

○ 高齢者等以外の人も必要に応じ、出勤等の外出を控えるなど普段の 

行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、自主的に避難するタ 

イミングである。例えば、地域の状況に応じ、早めの避難が望ましい 

場所の居住者等は、このタイミングで自主的に避難することが望まし 

い。 

【警戒レベル４】 

避難指示 

危険な場所から全員避難 

〇 危険な場所から全員避難(立退き避難又は屋内安全確保)する。 

 

【警戒レベル５】 

緊急安全確保 

 

命の危険 直ちに安全確保 

〇 指定緊急避難場所等への立退き避難することがかえって危険である 

場合、緊急安全確保する。 

 ただし、災害発生・切迫の状況で、本行動を安全にとることができ 

るとは限らず、また、本行動をとったとしても身の安全を確保できる 

とは限られない。 

（注） 突発的な災害の場合、町長からの避難情報の発令が間に合わないこともあるため、身の危

険を感じたら躊躇なく自発的に避難する。特に、津波については強い揺れ又は長時間ゆっく

りとした揺れを感じた場合、気象庁の津波警報等の発表や避難指示の発令を待たずに、居住

者等が自発的かつ速やかに立退き避難をすることが必要である。 
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６ 避難情報の解除等の基本的考え方 

町は、避難の必要がなくなったときは、直ちに、ＩＰ告知放送、ホームページ、登録制メール

等ＳＮＳ、電話、広報車等により、速やかにその旨を周知する。また、災害の切迫度が低下し、

災害が発生するおそれがなくなった場合には、いずれの避難情報（高齢者等避難、避難指示、緊

急安全確保）を発令していたとしても、段階的に避難情報を下げるのではなく、避難情報を一度

に完全に解除することを基本とする。解除する場合には、居住者等に対し、どの情報が継続して

出ていて、どの情報が解除されたのか、あるいは全ての情報が解除されたのか等を明確に伝達す

る。なお、災害が発生した後等において、立退き避難を継続的に求める必要があると認められる

地域（土砂災害発生のおそれが認められるため家屋に戻るべきではない等の地域など）において

は、警戒レベル５緊急安全確保の解除後に、必要に応じ、警戒レベル４避難指示を発令する。               

10 避難情報の伝達方法 

避難情報の伝達に係る担当部署及び伝達手段・伝達先は次のとおりとし、情報の伝達は、災害

の状況等に応じた最善の方法により行う。 

 

 担当部署 伝達手段 伝達先 

礼
文
町
役
場 

総務課 

○北海道防災情報

システムへの入

力（災害情報共有シ

ステム（Ｌアラート）

経由でマスメディア

へ情報提供） 

ＴＶ放送 視聴者 

ラジオ放送 聴取者 

緊急速報メール 

（エリアメール） 
町内に滞在する携帯電話保持者 

○ＩＰ告知放送 

（ＩＰ告知端末・屋外スピーカー） 
住民等 

○IP 告知端末ｱﾌﾟﾘ(知らせますｹﾝ 2) 事前登録者 

〇礼文町防災メール（すぐメール） 事前登録者 

〇ＬＩＮＥ（礼文町防災 LINE） 事前登録者 

○町ホームページ ＰＣユーザー等 

〇Twitter、Facebook ＰＣユーザー等 

○広報車 住民等（巡回ルート） 

○電話又はＦＡＸ 避難施設（避難場所・避難所）管理者 

○電話又はＦＡＸ 

宗谷総合振興局 

地域政策課    0162-33-2526 

稚内地方気象台    0162-23-2679 

稚内警察署警備課   0162-24-0110 

稚内海上保安部 

警備救難課    0162-22-0118 

稚内警察署香深駐在所 0163-86-1110 

利尻礼文消防事務組合 

６ 避難情報の解除等の基本的考え方 
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○北海道総合行政情報ネットワーク 

消防署礼文支署  0163-86-1119 

○電話又はＦＡＸ 自治会 

建設課 ○電話又はＦＡＸ 
宗谷総合振興局稚内建設管理部 

礼文出張所    0162-87-2316 

町民課 ○電話又はＦＡＸ 要配慮者利用施設※ 

保健課 ○電話又はＦＡＸ 避難支援等関係者 

教育委員会 ○電話又はＦＡＸ 学校等文教施設 

利尻礼文消防事務組合 

消防署礼文支署 

○消防車 住民等（巡回ルート） 

○電話又は電子メール 消防団 

※ 要配慮者利用施設に対して、高齢者等避難の発令を伝達する場合には、施設管理者等は利 

用者の避難支援を始めるべきであることも併せて伝達する。 

  その際、町民課と連携する。 

11 要配慮者等の避難 

（２）在宅の要配慮者の避難の実効性の確保 

在宅の避難行動要支援者については、避難行動支援の実効性を高めるため、避難行動要支援

者名簿を活用する。 

また、支援に当たっては、誰がどのような手段で支援するのかといったことを明確にすると

ともに、支援する側とされる側の人数のバランスを考慮しつつ、地域全体で実現性のある支援

体制を構築する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○北海道総合行政情報ネットワーク 

消防署礼文支署  0163-86-1119 

○電話又はＦＡＸ 自治会 

建設課 ○電話又はＦＡＸ 
宗谷総合振興局稚内建設管理部 

礼文出張所    0163-87-2316 

町民課 ○電話又はＦＡＸ 要配慮者利用施設※ 

保健課 ○電話又はＦＡＸ 避難支援等関係者 

教育委員会 ○電話又はＦＡＸ 学校等文教施設 

利尻礼文消防事務組合 

消防署礼文支署 

○消防車 住民等（巡回ルート） 

○電話又は電子メール 消防団 

※ 要配慮者利用施設に対して、高齢者等避難の発令を伝達する場合には、施設管理者等は利 

用者の避難支援を始めるべきであることも併せて伝達する。 

  その際、町民課と連携する。 

11 要配慮者等の避難 

（２）在宅の要配慮者の避難の実効性の確保 

在宅の避難行動要支援者については、避難行動支援の実効性を高めるため、避難行動要支援

者名簿を活用する。 

また、支援に当たっては、名簿情報に係る避難行動要支援者ごとに、当該避難行動要支援者

について避難支援等を実施するための計画（以下、「個別避難計画」という。）の作成に努め、

誰がどのような手段で支援するのかといったことを明確にするとともに、支援する側とされる

側の人数のバランスを考慮しつつ、地域全体で実現性のある支援体制を構築する。 

なお、個別避難計画は、避難行動要支援者本人の同意を得るとともに、地域における災害被

害の想定や本人の心身の状況等を踏まえ、優先度の高い者から作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正（誤植） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追加（令和 5 年 3 月災対法改正
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【 土砂災害編 】 

７ 避難情報の伝達文 

 

(3）［警戒レベル５】緊急安全確保の伝達文の例 

 

■ 緊急放送！緊急放送！（又は、警戒レベル５！警戒レベル５！） 

■ こちらは、礼文町役場です。 

■ 礼文町に大雨特別警報（土砂災害）が発表され、●●地区では土砂災害が既に発生してい

る可能性が極めて高い状況であるため、●●地区の土砂災害警戒区域※1 に対し、警戒レ

ベル５「緊急安全確保」を発令しました。 

■ 避難場所等への立退き避難が危険な場合には、少しでも崖や沢から離れた建物や自宅内の

部屋に移動するなど、命の危険が迫っているので、直ちに身の安全を確保してください。 

 

（土砂災害発生を確認した状況） 

■ 緊急放送！緊急放送！（又は、土砂災害発生！土砂災害発生！） 

■ こちらは、礼文町役場）です。 

■ ●●地区で土砂災害が発生したため、●●地区の土砂災害警戒区域に対し、警戒レベル５

「緊急安全確保」を発令しました。 

■ 避難場所等への立退き避難が危険な場合には、少しでも崖や沢から離れた建物や自宅内の

部屋に移動するなど、命の危険が迫っているので、直ちに身の安全を確保してください。 

【 高潮災害編 】 

６ 避難勧告等の伝達文 

【 津波災害編 】 

１ 避難指示の発令対象とする津波災害 

■ 対象（立退き避難が必要な災害の事象） 

① 大津波警報・津波警報・津波注意報のいずれかが発表された場合 

② 最大クラスの津波があった場合に想定される浸水の区域（津波防災地域づくりに関する法

律（平成２３年法律第１２３号）に基づき道が設定する津波浸水想定を踏まえ指定した津

波災害警戒区域等）において強い揺れ（震度４程度以上）又は長時間ゆっくりとした揺れ

があった場合 

 

６ 避難指示(緊急)により立退き避難が必要な居住者等に求める行動 

【 土砂災害編 】 

７ 避難情報の伝達文 

 

(3）［警戒レベル５】緊急安全確保の伝達文の例 

（土砂災害発生が切迫している状況） 

■ 緊急放送！緊急放送！（又は、警戒レベル５！警戒レベル５！） 

■ こちらは、礼文町役場です。 

■ 礼文町に大雨特別警報（土砂災害）が発表され、●●地区では土砂災害が既に発生してい

る可能性が極めて高い状況であるため、●●地区の土砂災害警戒区域※1 に対し、警戒レ

ベル５「緊急安全確保」を発令しました。 

■ 避難場所等への立退き避難が危険な場合には、少しでも崖や沢から離れた建物や自宅内の

部屋に移動するなど、命の危険が迫っているので、直ちに身の安全を確保してください。 

 

（土砂災害発生を確認した状況） 

■ 緊急放送！緊急放送！（又は、土砂災害発生！土砂災害発生！） 

■ こちらは、礼文町役場）です。 

■ ●●地区で土砂災害が発生したため、●●地区の土砂災害警戒区域に対し、警戒レベル５

「緊急安全確保」を発令しました。 

■ 避難場所等への立退き避難が危険な場合には、少しでも崖や沢から離れた建物や自宅内の

部屋に移動するなど、命の危険が迫っているので、直ちに身の安全を確保してください。 

【 高潮災害編 】 

６ 避難情報の伝達文 

【 津波災害編 】 

１ 避難指示の発令対象とする津波災害 

■ 対象（立退き避難が必要な災害の事象） 

① 大津波警報・津波警報・津波注意報のいずれかが発表された場合 

② 停電、通信途絶等により、津波警報等を適時に受けることができない状況において、強い 

揺れを感じた場合、あるいは、揺れは弱くとも１分程度以上の長い揺れを感じた場合 

 

 

 

６ 避難指示により立退き避難が必要な居住者等に求める行動 

 

 

 

 

 

 

修正（記載漏れ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

修正（誤植） 

 

 

 

 

 

 

 

修正（令和 3 年 5 月避難情報に

関するガイドラインに整合） 

 

 

 

 

 

修正（誤植） 



 

避難情報の発令判断・伝達マニュアル 新旧対照表 

現   行 修 正 案 修正理由等 
 

 

 

７ 避難情報の伝達文 

(2) 避難指示の伝達文の例【停電や通信途絶等により津波警報等を適時に受け取ることができな

い状況において、強い揺れ等で避難の必要性を認めた場合】 

■ 緊急放送！緊急放送！※ 

■ こちらは、礼文町です。 

■ 強い揺れの地震がありました。 

■ 津波のおそれがあるため、避難指示を発令しました。 

■ 直ちに海岸や河川から離れ、できるだけ高い場所に緊急に避難してください。 

 

(3) 避難指示の伝達文の例【津波注意報が発表された場合】 

■ 緊急放送！緊急放送！※ 

■ こちらは、礼文町です。 

■ 津波注意報が発表されたため、津波災害に関する避難指示を発令しました。 

■ 海の中や海岸付近は危険です。直ちに海岸から離れて高い場所に緊急に避難してください。 

※「津波だ。逃げろ！」というような切迫感のある呼びかけも有効である。 

 

７ 避難情報の伝達文 

(2) 避難指示の伝達文の例【停電や通信途絶等により津波警報等を適時に受け取ることができない

状況において、強い揺れ等で避難の必要性を認めた場合】 

■ 緊急放送！緊急放送！※ 

■ こちらは、礼文町です。 

■ 強い揺れの地震がありました。 

■ 津波の可能性があるため、「避難指示」を発令しました。 

■ 直ちに海岸や河川から離れ、できるだけ高い場所に緊急に避難してください。 

 

(3) 避難指示の伝達文の例【津波注意報が発表された場合】 

■ 緊急放送！緊急放送！※ 

■ こちらは、礼文町です。 

■ 津波注意報が発表されたため、「避難指示」を発令しました。 

■ 海の中や海岸付近は危険です。直ちに海岸から離れて高い場所に緊急に避難してください。 

※「津波だ。逃げろ！」というような切迫感のある呼びかけも有効である。 

 

 

 

 

 

修正（令和 3 年 5 月避難情報に

関するガイドラインに整合） 

 

 

 

 

 

修正（令和 3 年 5 月避難情報に

関するガイドラインに整合） 

 

 

 

 


